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1
)
 
所
得
税
の
価
格
に
及
ぼ
す
作
用
租
税
牧
入
が
消
費
財
購
入
の
翁
に
支
出
せ
ら
る
、
場
合
従
来
租
税
の
課
税
を
受
く
る
'
事
の
た
か
っ
た
静
態
的
経
済
に
対
し
、
一
般
所
得
税
が
P
。ハ
1
セ
Y
F
の
犬
き
さ
を
以
て
、
純
所
得
忙
対
し
て
諜
せ
ら
れ
、
所
得
牧
得
に
際
じ
て
此
の
所
得
税
の
計
算
が
可
能
で
あ
る
も
の
と
仮
定
す
る
口
右
の
場
合
、
個
、
々
の
所
得
者
は
、
賊
買
カ
を
P
。ハ
1
セ
γ
干
丈
奪
は
れ
、
治
費
財
市
場
に
於
て
此
の
程
度
丈
低
下
し
た
る
需
要
を
展
開
す
る
口
従
っ
て
国
家
が
英
の
徴
牧
し
た
る
ん
所
符
税
牧
入
を
以
て
、
治
費
財
需
要
一
者
と
し
て
市
場
に
現
は
れ
な
い
限
り
、
凡
て
の
価
格
は
平
均
P
。ハ
1
セ
シ
ト
丈
低
下
す
る
筈
で
あ
る
。
此
の
条
件
は
前
に
掲
げ
た
る
和
税
牧
入
使
用
方
式
〈
a
)
に
該
当
す
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
場
合
、
間
家
は
、
個
人
が
P
。ハ
1
セ
y
f
の
購
買
力
を
剥
奪
せ
ら
れ
て
、
共
の
泊
費
を
断
念
し
た
る
と
同
一
の
商
品
を
需
要
す
る
事
が
要
詰
せ
ら
れ
る
。
故
陀
均
衡
は
次
の
事
情
に
依
っ
て
、
主
礁
に
到
達
せ
ら
れ
る
。
質
的
並
に
量
的
に
不
変
友
る
商
品
販
売
が
行
は
れ
、
其
の
個
々
の
商
品
の
価
格
も
亦
不
変
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
金
物
価
水
準
も
亦
変
化
し
な
い
口
仮
令
租
税
収
入
の
国
家
に
依
る
支
出
が
従
来
の
需
要
体
系
に
変
化
を
生
ぜ
し
む
る
場
合
と
殿
、
金
古
川
諸
要
素
の
構
成
に
技
術
上
の
変
化
の
生
じ
た
い
限
り
は
、
(
第
一
編
「
2
)
を
見
よ
)
、
同
一
の
結
果
が
涜
ち
さ
れ
る
。
則
ち
売
買
せ
ら
れ
る
商
品
と
商
品
と
の
問
に
増
減
を
生
じ
、
そ
し
て
個
々
の
価
格
に
転
位
を
生
や
る
事
が
あ
っ
て
も
、
金
物
価
水
準
は
是
K
依
っ
て
影
響
を
受
け
た
い
。
何
と
怒
れ
ば
価
格
の
勝
貴
と
下
落
と
は
、
第
一
一
編
に
於
て
述
べ
た
様
に
相
互
に
補
正
し
合
う
か
ら
で
あ
る
。
リ
ッ
チ
ュ
ル
は
、
個
人
需
要
が
共
な
れ
る
性
質
を
有
す
る
共
同
需
要
に
変
化
す
る
場
合
に
生
宇
ベ
き
摩
擦
を
重
要
況
し
て
い
る
。
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協
か
に
此
の
摩
擦
は
大
友
る
撹
乱
を
生
ぜ
し
め
る
場
合
が
あ
る
で
あ
ろ
う
け
れ
共
、
乍
然
結
局
に
於
て
は
均
衡
状
態
の
実
現
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
事
を
考
え
る
時
は
一
此
の
摩
擦
乃
至
撹
乱
は
之
を
無
祝
す
る
事
が
出
来
る
。
個
人
需
要
上
り
共
同
需
要
に
変
化
し
た
る
当
初
に
於
て
は
、
明
か
に
物
価
水
準
は
変
化
!
i恐
ら
く
上
昇
の
方
向
k
a
l
l
eす
る
で
あ
ろ
う
。
生
産
が
新
た
る
需
要
状
態
に
完
全
に
適
合
せ
ざ
る
限
り
、
需
要
の
滑
加
し
た
る
生
産
部
門
に
於
て
は
犬
た
る
価
格
mw苛
が
現
は
れ
、
需
要
の
低
下
し
た
る
生
産
部
門
に
於
て
は
価
格
が
低
下
し
て
損
夫
が
現
は
る
ふ
で
あ
ろ
う
白
此
の
こ
っ
の
方
向
へ
の
価
格
上
の
振
幅
は
、
理
論
的
に
は
相
殺
し
合
う
べ
き
筈
で
あ
る
が
1
実
際
に
於
て
は
価
格
勝
貴
が
侵
勢
と
な
る
で
あ
ろ
う
。
何
と
た
れ
ば
損
失
を
受
く
べ
き
企
業
は
生
産
を
停
止
す
べ
く
、
旦
又
従
来
遊
休
し
来
ク
た
生
産
手
段
を
急
速
に
起
用
す
る
事
は
図
難
で
あ
り
、
斯
く
し
て
過
渡
期
に
於
て
・
は
生
産
減
少
が
生
守
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
終
局
的
危
均
衡
状
態
に
於
て
は
、
金
物
価
水
準
は
変
化
し
な
い
の
で
あ
る
が
、
価
格
問
の
関
係
は
需
要
の
変
化
に
依
ク
て
変
化
を
受
け
る
。
価
格
聞
の
関
係
を
考
察
す
る
場
合
、
共
の
価
格
が
不
変
な
り
や
、
騰
貴
す
る
や
、
低
下
す
る
や
に
従
ク
て
、
商
品
を
三
ク
の
型
に
分
類
す
る
事
が
出
来
る
。
第
一
の
価
格
不
変
な
る
商
品
に
於
て
は
、
個
人
需
要
に
弾
力
性
無
く
、
共
の
為
に
泊
費
者
は
租
税
に
因
る
購
買
力
の
喪
失
に
も
拘
は
ら
や
7
、
従
前
と
同
額
の
購
買
力
額
を
支
出
す
る
か
、
或
は
個
人
泊
費
者
の
需
要
低
下
が
国
家
需
要
の
増
加
に
依
ク
て
補
填
せ
ら
る
ふ
か
で
あ
る
口
第
二
の
価
格
騰
貴
す
る
商
品
に
於
て
は
、
国
家
需
要
の
増
加
の
大
さ
は
、
個
人
需
要
の
低
下
の
大
さ
よ
り
も
工
り
大
で
あ
り
、
第
三
の
価
格
低
下
す
る
商
品
に
於
て
は
、
其
の
反
対
で
あ
る
。
右
の
個
人
需
要
よ
り
共
同
需
要
へ
の
変
化
は
、
泊
費
財
の
介
野
内
に
於
て
生
じ
た
る
事
を
仮
定
し
た
も
の
で
あ
ク
て
、
泊
費
財
の
質
的
組
合
せ
を
変
化
せ
し
む
る
に
止
ま
り
、
泊
費
財
の
分
量
の
絶
対
的
大
さ
や
全
生
産
量
に
対
す
る
泊
費
財
分
量
の
割
合
に
変
化
を
生
ぜ
し
め
る
も
の
で
唱
は
た
い
。
乍
然
若
し
国
家
が
泊
費
財
の
代
り
に
生
産
財
や
前
生
産
物
を
需
要
し
、
共
の
為
に
市
場
k
m
A
ら
せ
ら
る
-
A
所
の
泊
費
財
の
分
量
が
減
少
す
る
時
は
、
事
情
を
具
に
す
る
。
此
の
場
合
同
時
に
治
安
財
市
坊
に
於
け
る
購
買
力
総
額
を
減
少
す
る
が
故
に
、
泊
費
財
の
分
量
と
賠
買
力
額
と
の
減
少
の
大
さ
が
正
確
に
正
比
例
す
る
限
り
に
於
て
は
、
泊
費
財
の
価
格
水
準
は
何
等
の
影
響
も
受
け
た
い
事
と
た
る
。
(
註
)
口
、、
註
、
よ
り
正
確
な
る
解
決
は
、
個
々
の
売
買
段
階
を
考
察
す
る
事
に
依
つ
て
の
み
達
せ
ら
れ
得
る
D
E
口
等
は
之
を
省
聞
社
し
、
只
此
処
に
は
、
消
費
財
よ
り
前
生
産
物
へ
の
需
要
変
化
が
売
買
段
階
の
数
を
低
下
せ
し
め
る
事
を
指
示
し
て
置
く
に
止
め
度
い
。
従
っ
て
従
来
商
品
の
移
動
の
為
に
拘
束
せ
ら
れ
℃
ゐ
た
貨
幣
宣
が
自
由
と
な
り
、
此
の
自
由
と
な
り
た
る
貨
幣
量
は
、
消
費
財
と
前
生
産
物
と
の
価
格
勝
賞
を
生
ぜ
し
め
る
口
所
得
税
と
物
価
五
経
蛍
と
経
済
五
(
2
)
 
静
態
に
於
け
る
所
得
税
の
非
時
嫁
性
所
得
税
の
少
く
北
二
部
分
は
、
前
転
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
従
・
ク
て
価
格
騰
貴
を
溺
ら
す
と
す
る
主
張
は
、
一
般
に
行
は
る
t
A
所
で
あ
る
が
、
主
口
等
は
掛
る
主
張
を
更
に
検
討
し
て
見
ょ
う
と
思
う
。
転
嫁
は
個
々
の
所
得
範
鴎
別
ち
賃
銀
・
企
業
所
得
・
地
代
に
区
分
し
て
研
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せ
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て
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租
税
の
為
に
供
給
減
少
が
生
じ
、
他
方
、
需
要
不
変
で
あ
る
か
、
叉
は
少
く
共
相
対
的
に
需
要
減
少
小
で
あ
る
か
に
依
り
、
価
格
騰
貴
の
必
然
的
た
る
場
合
、
転
嫁
可
能
性
が
与
え
ら
れ
る
も
、
の
と
せ
ら
れ
て
い
る
。
所
得
税
の
惹
起
す
る
所
の
所
得
低
下
は
、
労
働
供
給
の
低
下
を
溺
ら
し
得
る
で
あ
ろ
う
か
?
賃
銀
の
み
を
以
て
唯
一
の
所
得
と
し
て
い
る
所
の
個
々
の
労
働
者
は
、
其
の
労
働
供
給
を
縮
小
し
得
な
い
事
は
明
白
で
あ
る
。
(
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D
斯
る
労
働
者
に
取
ク
て
は
、
従
来
の
程
度
に
於
け
る
完
全
労
働
か
、
又
は
完
全
た
る
所
得
喪
失
か
、
二
者
択
一
の
問
題
が
存
す
る
の
み
で
あ
る
が
、
毎
日
の
労
働
過
程
は
伝
統
的
並
に
i
技
術
的
に
確
定
し
て
長
り
、
継
続
し
て
行
は
る
L
も
の
で
あ
る
事
を
考
慮
す
る
時
は
、
労
働
供
給
を
窓
意
的
に
加
減
す
る
が
如
き
は
、
不
可
能
の
様
に
思
は
れ
る
。
殊
に
前
述
の
議
論
は
自
由
職
業
の
労
働
給
付
に
当
後
ら
ざ
る
の
み
な
ら
示
、
実
質
的
な
る
所
得
の
低
下
の
為
に
、
却
ク
て
労
働
供
給
の
増
加
の
生
宇
る
事
無
き
や
の
問
題
す
ら
提
起
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
各
労
働
者
が
共
の
供
給
す
る
労
働
給
付
の
分
量
を
自
由
r加
減
し
得
る
様
、
な
、
完
全
に
自
由
な
る
労
働
市
場
左
前
提
と
し
て
、
実
質
賃
銀
の
引
下
げ
ら
る
L
場
合
、
労
働
供
給
は
減
少
す
る
か
、
不
変
で
あ
る
か
、
増
加
す
る
か
と
云
う
事
を
考
え
ね
ば
た
ら
な
い
。
y
個
々
の
賃
銀
と
伝
統
的
労
働
時
間
と
の
積
止
し
て
の
労
働
者
の
全
所
得
が
、
租
税
の
賦
課
に
依
ク
て
肉
体
的
最
低
生
活
費
以
下
に
低
下
す
る
時
は
、
必
然
的
に
、
そ
し
て
共
の
他
の
労
働
供
給
機
椅
と
は
無
関
係
に
、
供
給
せ
ら
る
ふ
労
働
量
は
正
比
例
的
に
増
加
す
る
筈
で
あ
る
。
此
の
増
加
は
労
働
者
自
ら
の
給
付
増
加
又
は
従
来
労
働
市
場
に
現
は
る
L
事
の
無
か
ク
た
家
族
の
労
働
の
新
な
供
給
に
依
ク
て
生
宇
る
。
設
低
生
活
費
以
上
の
所
得
に
在
ク
て
は
、
事
情
は
著
し
く
よ
り
複
雑
で
あ
る
。
一
部
の
労
働
者
は
、
賃
銀
を
増
額
し
て
貰
い
、
従
ク
て
租
税
に
依
ク
て
何
等
の
作
用
を
受
く
る
事
無
く
、
従
来
と
同
程
度
の
労
働
を
供
給
し
、
引
上
げ
ら
れ
た
る
賃
銀
を
実
質
所
得
の
増
加
と
考
え
る
で
あ
ろ
う
。
或
は
一
部
の
労
働
者
は
賃
銀
引
上
の
影
響
左
受
け
て
、
附
加
的
た
る
労
働
量
を
供
す
る
で
あ
ろ
う
口
斯
種
労
働
者
は
増
加
し
た
る
所
得
単
位
の
利
用
左
、
従
来
亨
受
し
来
り
た
る
自
由
時
間
の
利
用
ふ
れ
も
、
よ
り
大
で
あ
る
と
評
価
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
或
は
又
一
部
の
労
働
者
は
従
来
よ
り
も
b
h
少
く
労
働
す
る
で
あ
ろ
う
口
斯
種
労
働
者
に
取
っ
て
は
、
不
変
危
る
実
質
所
得
、
叉
は
僅
少
に
上
昇
す
る
宍
質
所
得
を
収
得
す
る
場
合
、
自
己
の
自
由
時
間
の
大
で
あ
る
事
が
、
所
得
の
増
加
よ
り
も
よ
り
大
た
る
利
用
を
供
す
る
の
で
あ
る
。
労
働
供
給
総
量
の
内
、
後
の
二
者
は
、
第
一
の
種
類
の
労
働
者
の
固
定
的
な
る
労
働
供
給
に
対
し
て
、
補
償
的
作
用
を
及
ぼ
す
の
で
あ
る
が
、
此
の
補
償
は
事
実
に
於
て
完
全
で
印
な
い
で
あ
ろ
う
。
右
の
各
種
類
に
属
す
る
労
働
者
の
数
量
と
弾
力
性
と
に
従
ク
て
、
精
確
た
る
中
間
的
状
態
よ
り
の
背
離
が
現
は
れ
る
け
れ
共
、
此
の
背
離
は
常
に
微
細
な
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
何
と
な
れ
ば
第
一
並
K
第
二
の
種
類
に
属
す
る
労
働
者
の
供
給
曲
線
は
、
垂
直
紘
よ
り
著
し
く
背
離
す
る
も
の
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
註
)
。
斯
く
賃
銀
の
大
さ
に
対
す
る
労
働
供
給
の
不
変
位
を
是
認
す
る
時
は
、
賃
銀
に
認
せ
ら
れ
た
る
一
般
所
得
税
の
非
転
嫁
性
が
論
結
せ
ら
れ
得
る
口
註
、
よ
り
正
確
に
解
明
す
る
為
に
は
、
分
析
的
方
法
を
旅
る
討
中
が
必
援
で
る
る
け
れ
共
、
之
を
分
析
す
る
事
は
、
本
稿
の
節
囲
外
で
あ
る
か
ら
、
之
を
省
日
告
す
る
口
企
業
所
得
は
企
業
者
賃
銀
と
差
額
地
代
よ
り
成
立
ク
も
の
で
あ
る
が
、
企
業
者
給
付
の
減
少
は
、
限
枠
生
産
者
が
企
業
者
賃
銀
を
牧
得
し
つ
t
A
あ
る
限
り
に
於
て
は
、
所
得
税
が
限
界
生
産
者
を
し
て
生
産
の
縮
小
又
は
停
止
を
行
は
し
め
る
場
合
、
現
は
れ
る
。
乍
然
此
の
為
に
生
十
る
所
の
所
得
喪
夫
の
事
実
は
、
限
界
生
産
者
の
斯
る
離
脱
を
防
止
す
る
。
一
の
限
界
生
産
者
の
離
脱
に
依
ク
て
生
や
る
所
の
生
産
不
足
は
、
他
の
限
界
生
産
者
に
取
ク
て
、
利
潤
獲
得
の
機
会
と
な
る
-
則
ち
一
の
限
界
生
産
者
は
経
営
手
段
を
放
棄
し
、
労
働
者
を
解
雇
し
、
賃
銀
を
引
下
げ
る
に
反
し
、
物
価
は
供
給
減
少
の
影
響
を
受
け
て
騰
貴
す
る
が
故
に
、
共
の
他
の
競
争
経
営
は
生
産
を
拡
張
し
、
結
局
従
前
の
均
衡
が
一
品
び
到
達
せ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
同
様
な
る
思
考
過
程
は
、
地
代
に
も
亦
当
成
る
。
只
此
場
合
注
意
す
べ
き
事
は
、
地
代
は
自
由
競
争
の
存
す
る
限
り
、
供
給
減
少
に
依
ク
て
は
決
し
て
回
避
し
得
な
い
所
の
純
然
た
る
差
額
利
潤
を
示
す
も
の
で
あ
る
事
是
で
あ
る
。
以
上
論
や
る
所
に
依
り
、
所
得
税
の
一
般
的
な
る
非
転
嫁
性
を
明
か
に
し
た
'
の
で
あ
る
が
、
此
の
理
論
は
静
態
に
取
っ
て
の
み
当
蹴
る
所
得
税
と
物
価
五
経
蛍
と
経
済
五
回
事
を
注
意
し
た
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
動
的
前
提
の
ア
に
於
て
は
、
直
夜
間
接
の
転
嫁
の
機
会
が
存
す
る
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
所
得
税
は
主
と
し
て
納
税
者
の
貯
蓄
資
金
よ
り
負
担
せ
ら
れ
る
事
が
あ
る
。
(
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。
資
金
供
給
の
低
下
は
利
子
率
の
上
昇
を
賀
ら
し
、
従
ク
て
新
投
資
は
よ
り
犬
、
な
る
費
用
を
負
担
せ
ね
ぽ
な
ら
や
ノ
、
新
に
生
産
せ
ら
る
t
A
所
の
商
品
の
価
裕
も
亦
問
問
責
す
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
価
格
勝
貴
は
静
援
の
場
合
と
は
典
、
に
し
て
、
仮
定
的
に
構
想
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
怠
い
。
展
開
せ
ら
る
と
附
の
劫
設
は
多
く
の
不
確
実
な
る
一
要
凶
を
包
含
す
る
か
ら
、
正
絡
な
る
結
論
に
到
達
す
る
事
は
困
難
で
あ
る
。
(
3
〉
共
他
の
租
税
牧
入
使
用
方
法
の
場
合
(
一
)
国
家
は
租
税
牧
入
に
依
ク
て
、
商
品
購
入
を
行
は
十
し
て
、
直
援
に
生
産
的
目
的
を
有
し
な
い
所
の
同
家
の
行
政
的
活
動
の
為
に
、
従
来
商
品
生
産
に
従
事
し
来
タ
た
労
働
者
を
佑
入
れ
る
事
が
あ
る
。
吾
等
は
生
産
・
賃
銀
・
伺
絡
の
三
者
間
の
関
係
主
一
の
例
に
伏
ヲ
て
解
明
し
よ
う
。
金
生
産
は
垂
直
的
に
合
同
し
て
い
る
所
の
多
く
の
株
式
会
社
の
学
中
に
在
ク
て
、
是
等
株
式
会
社
は
利
潤
を
挙
げ
守
し
て
活
動
し
、
所
得
は
凡
て
賃
銀
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
そ
し
て
毎
日
一
百
人
の
労
働
者
に
対
し
て
一
千
円
の
賃
銀
額
が
支
給
せ
ら
れ
、
此
の
賃
銀
績
は
同
時
に
国
民
経
済
に
於
け
る
貨
幣
流
通
量
を
形
成
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
毎
日
生
産
せ
ら
る
L
商
品
は
、
一
個
に
付
き
一
円
の
価
格
に
て
ー
千
単
位
と
な
る
も
の
と
す
る
。
今
、
国
家
は
凡
て
の
所
得
に
対
し
一
O
パ
l
セ
シ
?
の
租
税
を
課
し
、
此
の
租
税
は
所
得
(
賃
銀
)
支
払
に
際
し
て
、
企
業
者
よ
り
国
家
に
支
払
は
れ
る
。
同
時
に
国
家
は
第
一
日
に
収
納
す
べ
き
租
税
収
入
を
期
待
し
て
、
十
人
の
労
働
者
を
生
産
よ
り
引
抜
い
て
、
此
の
労
働
者
に
対
し
て
租
税
収
入
を
以
て
俸
給
を
支
払
う
。
従
ク
て
第
一
回
の
租
税
関
課
の
日
に
於
て
、
生
産
的
労
働
市
場
に
在
つ
て
は
九
十
人
の
労
働
者
が
、
従
来
百
人
に
て
占
め
ら
れ
た
る
労
働
場
所
に
於
て
働
く
事
と
在
る
。
他
方
、
企
業
者
は
依
然
と
し
て
一
千
円
の
金
員
を
賃
銀
支
払
の
為
に
保
有
す
る
。
然
る
に
供
給
せ
ら
る
ふ
労
働
萱
は
、
従
来
の
賃
銀
を
以
て
す
れ
ば
九
百
円
を
以
て
屈
入
れ
得
る
筈
で
あ
る
が
、
労
働
供
給
不
足
の
為
、
賃
銀
は
一
一
・
一
一
円
に
騰
貴
し
て
、
残
存
労
働
者
に
対
し
て
競
争
が
生
や
る
で
あ
ろ
う
。
此
の
賃
銀
の
内
の
一
O
。ハ
1
セ
ン
T
、
則
ち
合
計
百
円
は
国
家
の
租
税
牧
入
左
怒
り
、
残
り
九
百
円
は
名
目
的
純
所
得
T
ど
し
て
労
働
者
の
手
中
に
残
る
。
今
芳
じ
同
家
は
収
得
し
た
.
る
租
税
収
λ
を
直
ち
に
国
民
経
済
内
に
支
出
し
、
之
を
受
領
し
た
る
者
は
同
じ
日
に
消
費
財
市
場
に
於
で
消
費
財
を
需
要
す
る
と
す
れ
ば
、
恐
ら
く
一
O
。ハ
1
セ
γ
干
減
少
し
た
る
労
働
者
数
に
依
っ
て
生
産
せ
ら
れ
た
る
九
百
単
位
の
生
産
物
に
対
し
て
、
一
千
円
の
名
目
的
障
買
力
が
対
応
す
る
事
に
た
る
で
あ
ろ
う
口
従
っ
て
生
産
物
の
価
格
は
、
賃
銀
の
勝
賞
と
正
確
に
比
例
し
て
、
一
円
工
り
一
・
一
一
向
に
騰
貴
す
る
筈
で
あ
る
。
以
上
論
じ
た
る
所
を
要
約
す
れ
ば
、
次
の
如
く
怠
る
。
所
符
税
に
依
っ
て
λ
生
産
的
労
働
力
を
公
的
用
役
に
転
位
せ
し
む
る
事
は
可
能
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
共
の
為
に
生
産
量
の
比
例
的
減
少
を
生
じ
、
従
っ
て
賃
銀
水
準
と
物
価
水
準
も
亦
、
是
に
伴
っ
て
上
昇
す
る
、
左
口
此
の
場
合
租
税
の
挿
入
に
依
っ
て
、
貨
幣
流
通
の
凍
一
度
に
変
化
を
与
え
ら
れ
た
い
け
と
一
式
ろ
重
要
怒
る
前
提
が
必
要
で
あ
り
、
此
前
提
は
華
寛
、
生
産
的
労
働
に
従
事
す
る
者
が
所
得
税
と
し
て
共
の
所
得
を
同
家
に
移
動
す
る
と
同
時
に
、
公
的
用
役
に
従
事
す
る
者
が
共
の
所
得
を
泊
費
財
市
場
に
支
出
す
る
事
を
意
味
す
る
に
外
な
ら
注
い
。
吾
等
の
所
論
に
於
て
出
発
点
と
な
る
べ
き
此
の
前
提
が
事
実
上
実
現
す
る
や
否
や
は
、
全
く
計
算
技
術
的
友
問
題
に
し
て
、
是
に
関
し
て
は
後
述
す
る
口
只
此
処
に
重
要
注
事
は
、
企
業
者
よ
り
国
家
に
、
又
留
家
よ
り
公
的
労
務
者
に
対
し
て
行
は
る
L
A
技
術
的
な
る
支
払
行
為
が
、
(
Z・
3
5
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3、
若
し
長
時
日
を
必
要
'
と
す
る
時
は
、
物
価
は
従
来
の
水
準
の
上
に
停
止
す
る
も
の
た
り
や
、
叉
は
低
下
す
る
も
の
な
り
や
と
云
う
事
是
で
あ
る
。
右
の
様
に
著
し
く
秩
序
あ
る
推
論
を
、
よ
り
複
雑
な
る
実
際
の
現
象
に
当
蹴
め
る
為
に
は
、
若
干
の
修
正
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。
主
口
等
は
一
O
。ハ
1
セ
γ
「
の
労
働
者
が
生
産
よ
り
引
抜
か
れ
る
場
合
、
生
産
減
少
の
犬
さ
も
亦
正
確
に
一
O
。ハ
1
セ
Y
T
で
あ
る
と
仮
定
し
た
。
乍
然
実
際
に
於
て
は
、
此
の
生
産
減
少
は
上
り
小
で
あ
ろ
ち
口
何
と
在
れ
ば
凡
て
の
経
営
は
、
平
等
に
労
働
者
減
少
の
打
墜
を
受
く
る
も
の
で
は
伝
く
‘
限
界
生
産
者
又
は
限
界
生
産
手
段
の
み
が
打
撃
を
受
く
る
も
の
で
あ
り
、
叉
他
方
に
於
て
生
産
界
に
残
存
す
る
者
は
、
よ
り
犬
な
る
限
界
牧
誌
を
以
て
活
動
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
故
に
生
産
減
少
は
生
J
障
的
労
働
者
数
の
減
少
の
何
割
か
で
あ
り
、
従
ク
て
物
価
水
車
の
勝
賞
も
亦
、
右
に
述
べ
た
る
程
度
に
は
達
し
な
い
で
あ
ろ
う
。
f
そ
し
て
又
、
凡
て
の
商
品
の
価
格
は
必
や
し
も
平
等
に
騰
貴
す
る
も
の
で
は
訟
い
。
賃
銀
の
生
産
費
総
額
、
に
於
て
占
め
る
割
合
は
、
生
所
得
税
と
物
価
五
五
経
営
と
経
済
主
六
産
部
門
に
依
ク
て
具
友
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
賃
銀
の
変
動
に
依
ク
て
受
く
る
作
用
も
亦
商
品
に
依
ク
て
呉
友
り
、
生
産
に
於
て
大
た
る
労
働
量
ミ
必
要
と
す
る
商
品
に
於
て
は
、
然
ら
ざ
る
商
品
に
比
し
て
、
価
格
騰
貴
は
よ
り
犬
で
あ
る
筈
で
あ
る
口
斯
る
方
法
に
依
ク
て
従
来
の
価
格
問
の
関
係
が
変
化
す
る
も
の
と
す
れ
ば
、
間
接
に
需
要
体
系
も
亦
影
響
を
受
け
、
生
産
に
於
て
犬
怒
る
野
本
を
必
要
と
す
る
商
品
は
、
相
対
的
陀
原
価
と
左
り
、
其
の
商
品
に
対
す
る
需
要
は
増
加
す
る
。
以
上
の
様
な
、
一
方
に
於
て
は
相
対
的
に
騰
貴
し
た
る
賃
銀
、
他
方
に
於
て
は
物
的
生
産
手
段
の
休
・
止
、
従
っ
て
生
産
財
の
価
格
低
下
と
云
う
租
税
の
作
用
は
、
生
産
に
於
け
る
一
般
的
浜
本
集
約
化
を
勧
奨
す
る
で
あ
ろ
う
。
技
術
的
過
程
に
於
け
る
斯
る
変
化
は
、
.
最
早
動
態
的
怒
る
も
の
で
あ
り
、
斯
る
変
化
の
物
価
水
準
に
及
ぼ
す
所
の
終
局
的
作
用
は
、
工
り
以
上
に
明
か
に
す
る
事
は
出
来
怠
い
ロ
只
漠
然
乍
ら
も
云
い
得
る
事
は
、
生
産
に
於
け
る
資
本
集
約
化
則
ち
技
術
的
進
歩
に
依
ク
て
、
物
価
水
準
の
低
下
と
云
う
反
対
の
傾
向
も
惹
短
せ
ち
る
t
A
で
あ
ろ
う
事
是
で
あ
る
。
更
に
考
え
ね
ば
怠
ら
怠
い
事
は
、
国
家
は
賃
銀
其
の
他
の
報
償
を
与
f
・
え
守
し
て
、
強
制
的
に
用
役
の
給
付
を
受
け
る
場
合
の
存
す
る
事
是
で
あ
る
口
徴
兵
制
度
の
布
か
る
ふ
場
合
が
英
の
著
し
き
例
で
あ
る
。
斯
る
場
合
、
労
働
力
に
対
す
る
国
家
の
需
要
は
、
従
来
用
役
給
付
の
購
入
せ
ら
れ
来
ク
た
場
所
則
ち
労
働
市
場
に
現
は
れ
る
ロ
芳
し
軍
人
に
対
し
俸
給
の
支
払
は
る
-
A
時
は
、
其
の
結
果
は
官
吏
に
対
す
る
俸
給
の
支
払
の
場
合
と
異
左
ち
訟
い
。
(
註
)
D
註
、
コ
ル
ム
は
少
し
く
異
な
っ
た
結
果
に
到
達
し
て
ゐ
る
ロ
(
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則
ち
彼
に
依
れ
ば
、
軍
人
に
対
す
る
俸
給
の
支
払
の
偽
に
所
得
税
を
徴
収
す
る
場
合
、
物
価
水
準
は
影
響
を
受
け
な
い
と
論
結
し
て
ゐ
る
。
斯
く
結
論
に
差
異
を
生
じ
た
の
は
査
前
提
を
具
に
す
る
か
ら
で
あ
る
口
コ
ル
ム
は
国
家
を
通
じ
て
行
は
る
L
所
の
、
企
業
者
上
り
官
吏
の
家
計
へ
の
購
買
力
移
動
は
長
時
日
そ
要
す
る
か
、
叉
は
貨
幣
量
が
商
品
取
引
量
の
獄
少
に
比
例
し
て
被
少
す
る
事
を
前
提
と
し
て
吹
諭
し
て
ゐ
る
。
是
に
反
し
て
吾
等
は
異
っ
た
前
提
よ
り
出
発
す
る
も
の
で
あ
り
、
京
何
故
に
異
っ
た
前
提
よ
り
出
発
す
る
か
は
、
既
に
述
べ
た
如
く
で
あ
る
ロ
斯
る
前
提
の
相
違
よ
り
し
て
、
コ
ル
ム
に
対
す
る
メ
ー
リ
ン
グ
の
論
難
(
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も
亦
明
か
と
な
る
で
あ
ろ
号
。
以
上
取
扱
い
た
る
租
税
牧
ス
使
用
の
二
つ
の
場
合
の
差
異
は
、
此
処
に
於
て
明
白
ξ
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
即
ち
国
家
が
所
得
税
収
入
を
以
て
消
費
財
を
購
入
す
る
場
合
に
於
て
は
、
国
家
は
社
会
的
生
産
物
に
対
す
る
要
請
に
依
っ
て
、
経
済
に
負
担
を
課
す
る
事
に
な
る
。
然
る
に
生
産
界
よ
り
労
働
力
を
剥
脅
す
る
場
合
に
於
て
は
、
二
章
一
の
負
担
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。
即
ち
一
方
に
於
て
は
生
産
要
素
た
ろ
労
働
の
剥
奪
に
因
っ
て
生
照
量
が
誠
少
し
、
他
方
に
於
て
は
同
家
よ
り
給
与
を
受
く
る
者
が
、
既
に
被
少
し
た
る
社
会
的
生
産
物
に
対
し
て
其
の
需
要
を
遂
行
す
る
の
で
あ
る
。
(
二
)
(
a
)
国
家
が
用
役
の
給
付
を
徴
牧
せ
や
し
て
、
官
吏
の
俸
給
を
引
上
げ
る
時
は
、
物
価
水
準
は
影
響
を
受
け
ゑ
い
。
従
来
の
泊
費
者
の
需
要
が
減
少
し
、
其
の
代
り
に
官
吏
の
需
要
が
増
加
す
る
口
商
品
取
引
量
と
物
価
と
は
不
変
で
あ
る
。
(
b
)
生
活
扶
助
料
の
交
付
は
多
く
の
場
合
に
於
て
前
記
(
a
)
の
場
合
に
等
し
い
。
但
扶
助
料
受
領
者
が
生
産
能
力
を
有
す
る
に
も
拘
は
ら
十
、
従
来
の
生
産
的
活
動
を
離
脱
す
る
場
合
に
於
て
は
、
具
た
る
結
果
と
た
る
口
則
ち
此
の
限
度
に
於
て
は
、
労
働
力
が
公
的
用
役
に
転
位
す
る
場
合
に
等
し
い
。
(
c
)
生
産
的
補
助
金
。
凡
て
の
補
助
金
の
内
、
此
処
忙
関
係
の
あ
る
の
は
、
静
態
的
経
済
組
織
に
於
て
存
在
し
得
る
も
の
ふ
み
で
あ
る
が
、
特
に
同
家
が
経
済
的
に
摩
擦
あ
る
過
程
に
介
入
す
る
事
を
目
的
と
し
て
交
付
せ
ら
る
L
補
助
金
と
、
一
定
商
品
の
価
格
引
下
を
目
的
と
し
て
交
付
せ
ら
る
ふ
補
助
金
と
が
先
づ
重
要
で
あ
る
。
例
え
ば
一
経
済
部
門
に
於
て
、
一
の
企
業
又
は
多
く
の
企
業
が
自
由
競
争
に
於
て
従
来
の
限
界
生
産
者
を
排
除
し
よ
う
左
す
る
事
態
に
在
る
場
合
、
叉
或
は
一
経
済
部
門
に
於
て
、
限
界
生
産
者
が
排
除
せ
ら
る
L
程
度
に
大
怒
る
需
要
変
化
の
現
は
る
ふ
場
合
、
国
家
は
此
の
排
除
せ
ら
れ
ん
と
す
る
限
界
生
産
者
の
保
護
を
必
要
た
り
と
考
え
、
是
に
補
助
金
を
交
付
す
る
事
が
あ
る
で
あ
ろ
う
。
補
助
金
の
作
用
に
取
ク
て
は
、
突
附
の
方
式
と
基
準
と
が
著
し
く
重
要
で
あ
る
。
生
産
量
を
翻
酌
す
る
事
怠
く
し
て
、
生
産
者
に
補
助
金
を
突
附
す
る
時
は
、
生
産
増
加
へ
の
刺
戟
と
は
な
ら
な
い
。
補
助
金
受
領
者
は
補
助
金
を
ば
負
担
を
課
せ
ら
れ
な
い
純
利
潤
と
同
様
K
取
扱
い
度
い
為
に
、
損
失
を
生
ぜ
し
む
る
様
た
生
産
を
成
る
可
く
縮
小
し
工
う
と
す
る
で
あ
ろ
う
ロ
従
っ
て
此
の
場
合
の
縮
助
金
は
前
記
(
a
x
b
)
の
場
合
企
同
様
に
、
全
く
泊
費
的
な
性
質
を
帯
び
る
事
に
た
る
。
然
る
に
生
産
量
に
依
ク
て
焚
附
せ
ら
る
L
補
助
金
は
、
商
品
一
個
宛
の
生
産
費
シ
一
収
益
と
の
関
係
を
変
化
せ
し
め
、
従
ク
て
一
般
に
生
岸
地
加
を
苅
ら
す
。
補
助
金
受
領
者
は
、
独
占
者
の
計
算
方
式
に
従
っ
て
、
一
方
に
於
て
は
牧
入
則
ち
一
生
産
単
位
に
付
て
の
価
格
並
に
補
助
金
と
、
他
方
に
於
て
は
生
産
費
と
、
此
二
つ
の
要
素
よ
り
し
て
牧
栓
最
滴
度
に
到
達
す
る
土
う
に
、
計
算
を
行
は
ね
ば
怒
ら
紅
い
。
所
得
税
と
物
価
五
七
経
営
と
経
済
五
Y¥ 
叉
国
家
は
階
段
率
を
採
用
す
る
主
に
依
っ
て
、
最
大
の
生
産
増
加
を
生
や
る
工
う
に
補
助
金
を
算
出
す
る
事
も
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
一
定
商
品
の
生
産
量
は
斯
く
し
て
増
加
す
る
か
、
又
は
補
助
金
の
安
附
な
き
場
合
に
生
じ
た
で
あ
ろ
う
所
の
生
産
減
少
l
|例
え
ば
需
要
低
下
に
依
ク
て
症
や
る
生
産
減
少
!
ー
が
少
く
て
済
む
で
あ
ろ
ぅ
-
そ
し
て
所
与
の
仮
定
の
下
に
在
つ
て
は
、
物
価
水
準
は
低
下
す
る
。
」
般
的
に
は
凡
て
の
商
品
の
価
格
は
低
下
す
る
け
一
口
で
あ
る
。
何
と
‘
な
れ
ば
名
目
的
需
要
は
所
得
税
と
し
て
徴
牧
せ
ら
れ
た
る
金
額
丈
減
少
し
、
而
か
も
此
の
所
得
税
牧
入
は
購
買
力
と
し
て
治
費
財
市
場
に
再
び
現
は
る
t
A
事
が
‘
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
註
)
口
総
r
て
の
生
産
部
門
に
於
て
生
産
手
段
〈
土
地
・
労
働
・
資
本
)
は
遊
休
す
る
に
至
り
、
補
助
金
を
受
く
る
生
産
が
之
を
獲
得
す
る
。
何
と
怠
れ
ば
補
助
金
を
受
く
る
生
産
は
、
脱
落
し
た
る
需
要
に
相
当
す
る
金
額
を
牧
符
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
註
、
故
に
補
助
金
の
場
合
は
、
公
的
用
役
の
、
為
に
労
働
力
を
剥
奪
せ
ら
る
L
場
合
と
は
、
其
の
作
用
に
於
て
全
く
逆
で
あ
る
。
私
終
消
の
賠
買
力
減
少
に
対
し
て
、
他
方
、
不
変
な
る
生
照
量
が
存
在
ナ
る
か
ら
、
価
格
低
下
が
必
然
的
と
な
ろ
。
斯
く
し
て
国
内
全
生
産
の
外
国
に
対
す
る
価
格
上
の
侭
位
が
商
ら
さ
れ
る
。
(
d
)
公
債
の
利
子
支
払
と
償
還
と
は
、
公
債
応
募
を
前
提
と
す
る
。
公
債
発
行
の
時
点
に
於
て
は
、
物
価
水
準
は
流
動
的
な
る
所
得
工
り
応
募
せ
ら
れ
た
か
、
非
流
動
的
た
る
貯
蓄
手
段
よ
り
応
募
せ
ら
れ
た
か
に
依
ク
て
、
異
・
な
ク
た
影
響
を
受
け
る
。
そ
し
て
重
要
た
事
は
、
公
債
牧
入
が
生
産
的
目
的
に
支
出
せ
ら
る
ふ
か
、
不
生
産
的
目
的
に
支
出
せ
ら
る
t
A
か
で
あ
る
。
反
之
、
利
子
支
払
叉
は
償
還
の
時
点
に
於
て
は
、
凡
て
是
等
の
要
素
は
与
件
の
星
座
陀
醍
列
せ
ら
れ
て
語
り
、
従
ク
て
所
得
税
の
徴
牧
と
共
の
収
入
の
使
用
方
法
の
み
が
主
要
注
問
題
と
友
る
。
利
子
支
払
ξ
償
還
と
は
、
英
の
木
賃
上
、
岡
市
上
り
乙
へ
の
購
買
力
転
位
の
一
方
式
で
あ
る
事
は
、
既
に
補
助
金
の
箇
所
で
述
ペ
ー
た
通
り
で
あ
る
。
〔
註
)
。
購
買
力
は
甲
上
り
乙
に
移
動
し
、
然
か
も
生
産
の
犬
さ
と
物
価
水
準
と
は
影
響
を
受
け
る
事
は
怠
い
。
精
え
利
子
牧
得
者
が
生
産
的
労
働
よ
り
退
く
限
り
に
於
て
、
第
二
次
的
作
用
と
し
て
の
影
響
が
現
は
る
t
A
の
み
で
あ
る
ロ
則
ち
生
産
的
労
働
の
減
少
に
依
り
、
生
産
減
少
が
生
じ
、
物
価
水
準
の
上
昇
が
鷲
ら
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
ピ
グ
ー
は
利
子
支
払
を
以
て
、
典
型
的
な
る
移
転
的
経
費
M
A
H
)
D
 
(
c
)
外
国
へ
の
貰
納
金
の
給
付
、
関
さ
れ
た
る
経
済
を
前
提
と
し
て
は
取
扱
は
れ
得
な
い
か
ら
、
国
際
的
な
る
経
済
関
係
の
作
用
が
研
究
せ
ら
れ
た
る
後
に
之
を
取
扱
は
ね
ば
な
ら
な
い
。
(
f
)
国
家
の
投
治
的
活
動
、
吾
等
は
静
態
を
前
提
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
此
処
に
も
亦
動
態
的
現
象
を
除
外
し
な
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
従
ク
て
同
〈
誌
が
市
場
的
生
産
者
と
し
て
現
は
れ
得
る
場
合
は
、
従
来
の
生
産
者
中
、
排
除
せ
ら
る
可
き
生
産
者
を
ば
、
強
制
的
に
(
経
営
の
買
牧
)
又
は
市
場
経
済
上
の
行
為
(
自
由
競
争
)
に
依
ク
て
排
除
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
口
例
外
と
し
て
考
え
得
る
場
合
は
、
国
一
家
が
市
場
の
為
に
生
産
を
行
う
の
で
は
な
く
し
て
、
・
現
存
の
市
場
経
済
的
生
産
が
不
充
分
で
あ
る
為
、
附
加
的
な
る
国
家
自
ら
の
需
要
の
充
見
の
為
に
生
産
を
行
う
場
合
是
で
あ
る
。
此
処
に
は
斯
る
特
殊
の
場
合
は
之
を
除
外
し
て
、
国
家
が
一
生
産
部
門
の
若
干
の
経
営
を
停
止
せ
し
め
た
る
場
合
を
考
察
し
よ
う
。
斯
る
公
用
徴
牧
の
為
に
賠
償
の
行
は
る
L
場
合
に
於
て
は
、
租
税
牧
入
は
経
営
施
設
と
経
営
手
段
の
賠
償
の
為
に
支
出
せ
ら
る
べ
き
事
は
勿
論
で
あ
る
。
如
何
な
る
価
格
を
以
て
此
の
賠
償
が
行
は
る
ふ
や
と
一
式
う
困
難
な
る
問
題
は
本
稿
の
範
囲
外
の
事
で
あ
る
か
ら
之
を
措
き
、
国
家
が
投
資
の
目
的
の
為
に
市
場
経
済
よ
り
租
税
と
し
て
徴
牧
し
た
る
と
同
一
の
購
買
力
額
が
、
経
営
を
買
牧
せ
ら
れ
た
る
生
産
者
を
通
じ
て
、
再
び
市
場
経
済
に
支
出
せ
ら
れ
る
の
事
実
を
注
目
し
よ
う
。
此
の
場
合
賠
償
金
額
が
課
税
せ
ら
れ
た
る
所
得
の
使
用
せ
ら
れ
た
で
あ
ろ
う
年
度
と
同
一
の
年
度
に
支
出
せ
ら
る
-L
限
り
に
於
て
、
物
価
水
準
は
不
変
で
あ
る
。
右
の
場
合
は
、
継
続
的
な
る
租
税
牧
入
使
用
に
関
係
あ
る
場
合
で
は
な
く
、
一
時
的
な
る
租
税
収
入
使
用
に
関
係
あ
る
場
合
で
あ
る
日
同
家
が
自
己
の
経
営
の
為
に
、
詮
常
的
に
よ
り
大
な
る
貨
幣
手
段
を
必
要
と
す
る
時
は
、
価
格
引
下
の
目
的
を
以
て
補
助
金
を
交
附
す
る
場
合
と
同
一
に
考
え
て
よ
い
。
斯
る
場
合
は
明
か
に
既
に
取
扱
い
た
る
(
C
〉
補
助
金
の
場
合
と
全
く
一
致
し
、
全
物
価
水
準
は
、
前
述
の
理
由
よ
り
し
て
低
下
す
る
。
国
家
の
企
業
者
的
話
勤
は
、
差
額
地
代
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
事
が
出
来
る
。
此
の
場
合
、
物
価
水
準
は
何
等
の
影
響
を
受
け
た
い
。
何
と
な
れ
ば
個
唱
え
の
場
合
、
地
代
は
之
を
国
家
が
牧
得
す
る
や
、
個
人
企
業
者
が
牧
得
す
る
や
は
、
地
代
牧
入
の
使
用
方
法
に
差
具
、
泣
き
限
り
、
全
く
重
要
性
な
き
問
題
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
D
註
所
得
税
と
物
価
(
同
H
H
H
ロ
叩
内
角
川
町
。
一
円
句
作
ロ
弘
文
ロ
叫
印
)
ず
一
色
・
・
匂
-
H
。11
と
解
し
て
ゐ
る
。
(
〉
・
。
・
2
9
p
五
九
経
蛍
と
経
済
O 
最
後
に
国
家
が
自
ら
の
需
要
の
為
に
生
産
を
行
ラ
特
殊
の
場
合
に
就
て
簡
単
に
述
べ
よ
う
。
例
え
ば
国
家
は
自
己
の
軍
隊
の
衣
服
製
造
の
為
に
繊
維
工
場
を
経
営
し
、
金
租
税
収
入
を
此
の
工
場
の
経
営
の
為
に
支
出
す
る
に
至
ク
た
と
仮
定
す
る
。
此
の
場
合
市
場
経
済
に
於
け
る
物
価
水
準
は
ニ
ク
の
側
よ
り
決
定
せ
ら
れ
る
。
則
ち
一
方
に
於
て
は
、
市
場
経
済
の
商
品
量
は
一
定
割
合
丈
減
少
し
、
国
家
企
業
の
生
産
物
は
市
場
に
は
現
は
れ
な
い
。
他
方
に
於
て
は
、
所
得
額
、
は
同
じ
割
合
丈
低
下
す
る
。
是
等
ニ
ク
の
側
は
相
互
に
補
償
し
令
い
、
物
価
水
準
は
最
初
の
出
発
点
と
異
な
る
所
は
な
い
え
註
)
ロ
註
、
右
の
ご
つ
の
側
に
於
て
、
被
少
す
る
商
品
量
の
割
合
と
所
得
額
の
割
合
と
が
同
一
で
あ
る
と
一
広
う
事
は
、
容
易
に
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
口
租
税
牧
入
の
金
額
は
繊
維
工
業
に
於
け
る
生
産
費
を
支
弁
し
得
る
程
度
に
大
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
D
若
し
市
場
価
格
と
生
産
費
価
格
と
が
一
致
す
る
も
の
と
仮
定
す
れ
ば
、
国
家
は
同
一
金
額
を
以
て
、
市
場
経
済
に
於
て
自
己
の
需
要
を
充
足
し
得
た
筈
で
あ
る
。
若
し
公
企
業
に
於
て
、
例
え
ば
企
業
者
賃
銀
の
節
約
又
は
差
額
地
代
の
排
除
に
因
っ
て
、
生
産
費
価
格
を
引
下
げ
る
事
に
成
功
す
る
と
す
れ
ば
、
課
税
に
因
る
所
得
低
下
は
小
額
に
て
足
り
、
従
っ
て
物
価
水
準
は
同
じ
程
皮
に
騰
貴
す
る
で
あ
ろ
う
。
同
地
に
反
し
て
、
若
し
公
企
業
の
生
産
的
活
動
力
が
桟
存
す
る
私
企
莱
の
活
動
力
よ
り
も
よ
り
小
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
市
場
経
済
的
物
価
水
準
は
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
D
〈
4
〉
貿
易
の
及
ぽ
す
作
用
以
上
の
論
述
は
次
の
ニ
ク
の
制
限
的
仮
定
の
下
に
行
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
(
イ
)
、
外
国
貿
易
友
き
関
さ
れ
た
る
経
済
、
(
ロ
)
、
個
人
所
得
に
対
す
る
租
税
徴
牧
と
同
一
時
期
に
国
家
よ
り
支
出
の
行
わ
る
ふ
事
、
是
で
あ
句
。
此
処
に
は
是
等
の
制
限
を
共
に
撤
去
し
て
、
国
民
経
済
を
国
際
的
関
係
の
中
に
置
い
て
論
を
進
め
よ
う
と
思
う
。
此
場
合
に
於
て
も
、
推
論
は
抽
象
よ
り
出
発
す
る
。
五
日
等
は
関
税
共
他
の
障
害
の
な
い
全
く
自
由
怠
る
取
引
を
仮
定
し
、
そ
し
て
貿
易
差
額
は
、
出
発
時
点
に
於
て
均
衡
状
態
に
在
る
事
を
仮
定
す
る
。
然
ら
ざ
る
支
払
差
額
は
、
解
明
す
べ
き
事
態
に
関
係
が
怠
く
、
吾
等
の
研
究
K
取
ク
て
主
要
で
は
な
い
。
最
初
に
貿
易
は
均
衡
の
状
態
に
在
る
。
換
一
日
一
目
す
れ
ば
租
税
の
賦
課
せ
ら
る
L
以
前
に
於
て
は
、
吾
等
の
国
民
経
済
ん
は
、
一
群
の
商
品
を
外
国
B
に
輸
出
し
、
金
額
に
於
て
同
額
の
他
麗
商
品
を
輸
入
し
来
ク
た
も
の
と
す
る
。
此
場
合
輸
出
商
品
と
輸
入
商
品
と
の
価
格
は
、
運
賃
の
差
異
を
不
問
に
附
す
る
限
り
、
(
註
1
1
園
内
と
外
国
に
於
て
一
致
す
べ
き
筈
で
あ
る
。
価
格
に
差
具
の
現
わ
る
.tλ
限
り
、
直
ち
に
附
加
的
怒
る
輸
入
又
は
輸
出
の
流
れ
を
生
ぜ
し
め
、
此
流
れ
は
反
対
の
方
向
へ
の
金
の
流
れ
を
生
ぜ
し
め
る
。
(
註
2
)
。
畢
寛
金
の
配
介
状
態
の
変
更
に
悶
ク
て
、
「
国
際
商
品
」
，
(
註
8
)
の
価
格
は
再
び
同
一
水
準
の
上
に
止
ま
る
に
至
る
の
で
あ
る
。
註
L
運
賃
と
云
う
障
害
は
、
A
B
両
国
が
E
の
ち
プ
を
以
て
輸
出
す
る
事
に
依
つ
で
除
去
せ
ら
れ
得
る
0
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註
Z
此
処
に
は
純
然
た
る
金
本
位
制
又
は
金
塊
本
位
制
を
前
提
と
す
る
。
註
&
継
続
的
に
国
際
貿
易
の
目
的
物
た
る
商
品
を
「
間
際
商
品
」
(
古
な
さ
急
S
回
目
。
(
町
宮
町
)
と
名
付
け
る
。
(
J
A
P
E
-
m
l
J
2
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1
¥
5
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g
o
此
種
商
品
に
対
立
的
な
も
の
は
国
内
商
品
で
あ
っ
て
、
国
内
商
品
は
其
本
質
上
国
内
市
場
に
限
定
せ
ら
れ
、
社
会
的
又
は
経
済
技
術
上
の
理
由
よ
り
し
て
輸
出
輸
入
の
可
能
性
が
存
し
な
い
か
、
又
は
専
ら
国
内
の
需
要
の
充
足
に
役
立
つ
に
過
ぎ
な
い
も
の
で
あ
る
。
租
税
の
作
用
主
分
析
す
る
に
当
つ
て
は
、
世
界
市
場
に
於
け
る
価
格
形
成
は
、
国
内
租
税
の
価
格
に
及
ぼ
す
作
用
左
左
右
す
る
や
、
若
し
左
右
す
る
と
す
れ
ば
如
何
た
る
程
度
に
左
右
す
る
や
の
問
題
が
主
要
で
あ
る
。
若
し
園
内
の
物
価
水
準
は
変
化
し
な
い
も
の
と
仮
定
す
Z
時
は
、
租
税
は
国
際
貿
易
の
均
衡
に
は
関
係
が
な
い
と
云
う
事
が
出
来
る
の
で
あ
る
が
、
乍
然
此
命
題
は
「
租
税
牧
入
が
支
出
せ
ら
れ
て
も
倫
国
際
商
品
と
圏
内
商
品
と
の
聞
に
需
要
転
位
も
生
、
産
転
位
も
生
じ
た
い
」
と
云
う
制
限
的
前
提
を
加
え
て
の
み
是
認
し
待
る
事
で
あ
る
。
国
家
が
納
税
者
と
は
具
、
な
ク
ス
、
専
ら
国
内
商
品
を
需
要
す
る
も
の
と
仮
定
す
る
時
は
、
国
内
商
品
の
価
格
は
騰
貴
し
、
国
際
商
品
の
価
格
は
直
ち
に
低
下
の
傾
向
を
示
す
。
(
註
)
。
従
て
国
内
産
業
は
外
国
に
対
し
て
価
格
上
の
優
位
を
保
有
す
る
事
と
た
り
、
外
国
産
業
が
輸
出
に
全
力
を
尽
し
て
も
更
に
英
効
果
は
現
わ
れ
怠
い
口
貿
易
差
額
の
均
衡
は
R
国
よ
り
A
国
へ
の
金
の
輸
入
に
依
ク
て
生
じ
、
結
局
A
国
の
物
価
水
準
の
上
昇
と
B
国
の
物
価
水
準
の
低
下
と
に
依
ク
て
、
国
際
貿
易
の
新
な
る
均
衡
が
達
せ
ら
れ
る
事
と
た
る
。
註
、
凡
て
の
生
産
部
門
は
牧
益
逓
載
の
法
則
の
下
に
生
産
を
行
ふ
も
の
と
仮
定
す
る
口
、
よ
り
正
確
た
る
解
明
の
為
に
は
、
貨
幣
側
と
共
に
国
内
の
商
品
取
引
量
の
変
化
を
考
慮
に
入
れ
た
け
れ
ば
な
ら
た
い
。
此
処
に
は
次
の
実
例
に
依
っ
て
、
発
展
過
程
を
明
か
に
し
よ
う
。
国
内
に
於
て
最
初
一
経
済
年
度
に
次
の
如
く
生
産
せ
ら
れ
た
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
所
得
税
と
物
価
---4 /、
経
蛍
と
格
治
ー.L・/、
国
内
商
品
a
五
O
O
単
位
一
個
に
付
価
格
一
円
合
計
金
額
五
O
O
円
国
際
商
品
b
一
0
0
0
単
位
一
個
に
付
価
格
一
円
合
計
金
額
一
0
0
0
円
国
際
商
品
b
の
内
半
数
は
図
的
の
販
売
に
供
せ
ら
れ
、
残
り
の
半
数
は
輸
出
せ
ら
れ
、
更
に
第
三
の
商
品
c
が
五
O
O
単
位
丈
、
一
個
に
付
価
格
一
円
を
以
て
輸
入
せ
ら
れ
る
も
の
と
す
る
。
貿
易
差
額
は
従
ク
て
均
衡
化
す
る
事
に
な
る
。
関
内
の
販
売
高
合
計
は
次
の
通
り
と
な
る
で
あ
ろ
う
ロ
a
商
品
五
O
O
単
位
価
格
一
円
計
五
O
O
円
b
商
品
五
O
O
単
位
同
右
五
O
O
円
c
商
品
五
O
O
単
位
同
右
五
O
O
円
総
計
一
五
0
0
唱
位
、
一
五
O
O
円
右
の
金
額
は
同
一
経
済
年
度
に
於
け
る
所
得
総
額
J
に
等
し
い
も
の
と
仮
定
す
る
。
一
O
パ
1
セ
シ
T
の
所
得
税
の
認
せ
ら
る
ふ
事
に
依
ク
て
、
個
人
需
要
は
右
の
各
市
場
に
於
て
~
各
々
平
均
四
五
O
円
に
低
下
す
る
。
然
る
に
仮
定
に
よ
れ
ば
、
国
家
の
需
要
は
専
ら
a
商
品
に
集
中
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
a
商
品
に
対
す
る
需
要
は
一
五
O
円
の
租
税
牧
入
の
大
さ
丈
、
大
と
な
ク
て
、
総
計
六
O
O
円
と
な
る
。
専
ら
a
と
b
と
を
生
産
し
て
、
之
を
販
売
す
る
所
の
関
さ
れ
た
る
国
民
経
済
に
於
て
は
、
b
.よ
り
a
へ
の
生
産
転
位
。
が
生
宇
る
で
あ
ろ
う
事
は
、
既
に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
口
今
迄
b
商
品
の
一
0
0
0単
位
が
生
産
せ
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、
一
百
円
の
需
要
低
下
に
相
応
じ
て
、
生
産
量
も
九
O
O
単
位
に
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
口
然
る
時
は
b
商
品
の
価
格
は
、
供
給
の
弾
力
性
の
如
何
に
依
り
一
円
と
九
十
銭
の
間
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
、
反
之
a
商
品
の
価
格
は
、
一
円
&
一
円
廿
銭
の
間
に
於
て
決
定
せ
ら
れ
る
事
に
な
る
。
(
註
)
口
国
際
貿
易
の
影
響
が
加
わ
る
時
は
、
生
産
の
変
化
は
よ
り
復
雑
に
な
る
。
従
来
b
商
品
の
五
O
O
単
位
が
五
百
円
の
価
格
に
て
輸
出
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
が
、
今
や
輸
出
の
大
さ
は
此
程
度
を
越
え
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
。
何
と
な
れ
ば
b
商
品
の
価
格
の
低
下
は
附
加
的
輸
出
を
可
能
な
ら
し
め
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
此
理
由
よ
り
し
て
、
生
産
手
段
が
直
ち
に
a
商
品
の
生
産
の
為
に
移
動
す
る
と
速
断
す
る
事
は
出
来
な
い
事
に
な
る
0
・
.
他
方
、
c
た
る
輸
入
商
品
に
対
し
て
は
、
仮
定
に
依
り
、
一
個
一
円
の
価
格
に
て
四
五
O
単
位
の
需
要
が
存
す
る
に
過
ぎ
た
い
。
此
椛
想
に
依
れ
ば
、
貿
易
差
額
、
は
五
十
円
以
上
の
プ
ラ
ス
と
た
り
、
此
金
額
は
外
国
主
り
の
金
の
提
供
に
依
ク
て
の
み
支
払
わ
れ
得
る
事
と
な
る
。
註、
a
商
品
と
b
商
品
と
の
価
格
の
上
部
限
界
と
下
部
限
界
と
は
、
次
の
如
く
な
る
。
白
b
商
品
に
於
て
一
円
H
U
絶
対
的
に
弾
力
性
あ
る
供
給
の
坊
合
の
上
部
限
界
(
水
平
線
的
な
る
供
給
曲
線
)
九
十
銭
H
1絶
対
的
に
抑
力
性
な
き
供
給
の
場
合
の
下
部
限
界
(
垂
直
線
的
な
る
供
給
曲
線
)
a
商
品
に
於
て
は
右
と
逆
で
あ
る
。
終
局
的
友
均
衡
状
態
を
考
え
ん
に
、
B
国
に
於
て
は
二
方
、
貨
幣
手
段
の
流
出
の
為
に
生
産
費
水
準
は
低
下
し
、
他
方
、
A
国
に
於
け
る
販
売
の
減
少
に
依
り
生
産
の
犬
さ
が
縮
小
す
る
と
云
う
事
情
の
為
に
A
国
の
c
商
品
輸
入
量
は
低
下
し
、
c
商
品
の
世
界
市
場
に
於
け
る
価
格
は
低
下
す
る
。
如
何
怒
る
程
度
に
c
商
品
の
輸
入
が
低
下
す
べ
き
か
は
、
供
給
の
弾
力
性
と
需
要
の
弾
力
性
並
に
金
の
令
量
の
及
ぼ
す
作
用
を
知
ク
て
の
み
決
定
せ
ら
れ
得
る
。
乍
然
A
国
に
輸
入
せ
ら
る
L
c
商
品
の
令
量
は
、
四
五
O
単
位
と
五
O
O単
位
と
の
問
に
存
す
る
。
b
商
品
の
価
格
は
殆
ん
ど
不
変
で
あ
る
口
何
と
な
れ
ば
二
つ
の
傾
向
が
互
に
補
償
じ
合
う
か
ら
で
あ
る
口
即
ち
前
述
の
如
く
、
B
国
の
購
買
力
は
低
下
し
、
是
に
対
し
A
国
の
生
活
費
水
準
の
上
昇
に
基
く
相
対
的
友
る
物
価
騰
貴
が
反
対
の
方
向
に
作
用
す
る
。
凡
て
の
場
合
t
k
於
て
、
b
商
品
と
G
商
品
と
の
聞
に
自
ら
生
や
る
突
換
関
係
は
、
A
国
が
英
輸
出
商
品
b
の
一
単
位
に
対
し
て
c
商
品
の
一
単
位
工
り
も
よ
り
多
く
を
受
取
る
様
な
方
式
に
て
E
b
商
品
の
有
利
の
方
向
に
向
う
筈
で
あ
る
口
(
従
来
の
突
換
関
係
は
一
対
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
が
〉
。
斯
く
し
て
A
国
に
於
け
る
国
内
の
取
引
量
は
増
加
す
る
。
乍
然
他
方
に
於
て
は
、
金
の
流
入
の
為
に
、
A
国
に
於
け
る
流
通
手
段
の
八
刀
量
も
亦
増
加
し
、
此
為
に
物
価
騰
貴
の
傾
向
が
生
や
る
。
貨
幣
流
入
量
は
犬
で
あ
り
、
其
結
果
差
引
し
て
此
場
合
貨
幣
側
が
有
力
に
作
用
し
、
A
国
の
生
産
費
水
準
は
上
昇
し
、
R
国
に
て
は
低
下
す
る
。
従
ク
て
結
局
A
国
の
物
価
水
準
も
亦
上
井
す
る
で
あ
ろ
う
口
l
仮
令
此
上
昇
の
程
度
は
貨
幣
手
段
の
増
加
の
程
度
に
は
達
し
紅
い
に
し
て
も
ス
註
)
。
所
得
税
と
物
価
...L. 
/、
経
蛍
と
経
済
ノ、
四
註
、
従
来
吾
等
は
取
扱
は
る
L
所
の
a
よ
り
c
に
至
る
凡
て
の
商
品
は
、
直
ち
に
消
費
に
供
せ
ら
れ
得
る
が
如
き
精
製
品
で
あ
る
事
を
前
提
し
来
っ
た
。
此
結
論
は
、
貨
幣
流
通
量
を
増
憶
に
入
れ
て
僅
少
な
る
修
E
K
K
加
へ
る
時
は
、
原
綿
と
精
製
品
と
の
閏
際
的
交
換
に
本
当
搬
め
る
事
が
出
来
る
D
此
場
合
考
慮
に
入
る
可
き
事
は
、
前
生
産
物
の
価
格
の
騰
貴
す
る
場
合
、
価
格
の
よ
り
大
と
な
れ
る
精
製
品
の
通
過
す
べ
き
販
売
段
階
の
数
に
応
じ
て
、
相
対
的
に
よ
り
大
な
る
貨
幣
量
が
要
求
せ
ら
れ
る
菖
是
で
あ
る
。
従
っ
て
国
内
の
価
格
的
差
異
そ
必
要
な
る
程
度
に
惹
起
す
る
為
に
は
、
金
の
移
動
量
は
増
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
次
に
吾
等
は
国
家
が
英
租
税
牧
入
金
額
を
以
て
、
間
際
商
品
を
需
要
す
る
場
合
を
芳
察
し
土
う
白
此
国
際
商
品
は
外
国
の
競
争
の
下
に
於
て
国
内
に
於
て
生
産
せ
ら
る
L
か
、
又
は
外
国
土
り
輸
入
せ
ら
れ
る
か
で
あ
る
と
仮
定
す
る
。
国
家
の
需
要
の
為
に
、
国
内
の
生
産
物
の
価
格
は
騰
貴
し
、
従
来
不
利
稔
た
る
状
態
に
在
っ
た
所
の
生
産
は
此
需
要
の
充
足
の
為
の
生
産
に
向
ろ
で
あ
ろ
う
。
乍
然
此
場
合
注
意
す
べ
き
事
は
、
b
商
品
の
価
格
形
成
は
、
自
由
競
争
の
下
に
於
て
、
世
界
市
場
の
物
価
水
準
に
関
聯
す
る
事
是
で
あ
る
。
従
っ
て
附
加
的
怒
る
需
要
は
、
僅
か
に
英
一
部
介
の
み
が
国
内
に
依
ク
て
充
足
せ
ら
れ
、
其
残
り
は
外
国
よ
り
の
輸
入
増
加
に
依
っ
て
l
i外
国
が
間
際
競
争
に
於
て
、
A
国
の
物
価
騰
責
主
り
獲
得
す
る
所
の
慢
越
の
程
度
に
応
じ
て
l
l充
足
せ
ら
れ
る
ロ
斯
る
輸
入
増
加
は
僅
か
に
英
一
部
令
の
み
が
輸
出
増
加
に
依
ク
て
補
償
せ
ら
れ
得
る
に
過
ぎ
や
し
て
、
貿
易
差
額
の
均
衡
の
為
に
は
、
金
の
移
動
が
必
然
的
で
あ
る
口
終
局
的
友
る
均
衡
状
態
に
於
て
は
、
A
固
に
於
て
は
、
取
引
量
の
減
少
に
伴
い
、
貨
幣
量
が
減
少
す
る
。
是
に
類
似
す
る
場
合
に
関
し
て
前
に
解
明
し
た
様
に
、
此
場
合
に
於
て
も
亦
、
貨
幣
側
の
影
轡
が
強
勢
・
ど
た
り
、
物
価
水
準
は
低
下
す
る
。
換
言
す
れ
ば
国
内
商
品
a
の
価
格
低
下
に
因
ク
て
、
物
価
水
準
は
低
下
す
る
。
右
と
同
様
な
る
推
論
は
、
仮
令
世
界
市
場
価
格
が
従
来
の
水
準
左
越
え
る
場
合
と
雄
、
国
家
の
需
要
が
国
内
に
於
て
は
生
産
せ
ら
れ
た
い
様
、
な
輸
λ
商
品
に
向
う
場
合
に
適
用
す
る
事
が
出
来
る
。
貿
易
支
払
差
額
の
マ
イ
ナ
ス
は
、
従
来
認
め
ら
れ
た
る
程
度
を
越
え
て
増
加
し
、
金
の
流
出
は
増
加
し
、
商
品
取
引
量
は
従
来
よ
り
も
更
に
低
下
す
る
で
あ
ろ
う
え
註
)
。
註
、
序
に
国
家
の
需
要
が
、
国
内
に
て
独
占
的
に
生
産
せ
ら
れ
、
そ
し
て
国
内
並
に
世
界
市
場
の
双
方
に
て
販
売
せ
ら
る
L
様
な
商
品
に
向
ふ
特
殊
の
場
合
を
考
え
て
見
ょ
う
。
需
要
の
僧
加
の
為
、
独
占
者
は
価
絡
の
引
上
を
な
す
に
至
る
で
あ
ろ
う
が
、
此
場
合
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
事
は
、
此
価
格
引
k
が
国
内
市
場
に
対
し
て
の
み
行
は
る
L
か
、
或
は
同
時
に
外
国
へ
の
販
売
に
対
し
て
も
行
は
る
L
か
、
で
あ
る
臼
三
一
定
の
条
件
の
下
に
在
つ
て
は
、
国
内
価
格
の
み
を
引
上
げ
、
世
界
市
場
に
対
し
て
は
従
来
の
価
格
を
以
て
供
給
す
る
方
が
、
独
占
者
に
取
っ
て
有
利
で
あ
る
。
此
場
合
に
於
て
は
、
間
際
貿
易
の
均
衡
は
従
来
通
り
維
持
せ
ら
れ
る
。
A
国
内
に
於
て
は
、
取
引
監
は
変
化
す
る
事
無
く
、
物
価
水
準
の
み
が
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
ロ
若
し
独
占
者
が
独
占
商
品
の
外
国
市
場
に
於
け
ろ
価
格
そ
引
上
ぐ
る
時
は
、
需
要
に
弾
力
性
あ
る
菖
や
一
前
提
と
す
る
限
り
に
於
て
、
利
益
の
滅
少
が
生
ず
る
で
あ
ろ
う
D
貿
易
差
額
は
A
固
に
取
っ
て
マ
イ
ナ
ス
と
な
る
。
其
他
の
結
果
は
前
、
述
の
解
明
よ
り
知
る
事
が
出
来
る
D
幼
稚
産
業
保
護
と
云
う
見
地
工
り
行
わ
る
t
A
国
家
の
発
註
政
策
の
重
要
性
は
、
国
家
が
外
国
生
産
者
の
生
産
費
の
上
に
於
け
る
傍
一
越
的
地
位
を
齢
的
せ
や
し
て
、
従
来
輸
入
せ
ら
れ
来
ク
た
商
品
を
国
内
生
産
者
に
生
産
せ
し
め
ん
と
す
る
様
紅
場
合
に
最
も
良
く
現
わ
れ
る
ロ
期
る
場
合
、
従
来
の
輸
入
商
品
は
国
家
需
要
に
依
ク
て
純
然
、
た
る
国
内
商
品
と
た
る
。
国
内
商
業
と
間
際
貿
易
の
受
け
る
作
用
は
既
に
述
べ
た
所
で
あ
る
が
、
国
家
需
要
を
充
足
す
る
所
の
産
業
が
既
に
国
内
に
存
在
す
る
も
の
εし
て
吾
等
の
仮
定
を
修
正
す
る
時
は
、
若
干
の
複
雑
性
が
生
や
る
。
乍
然
此
複
雑
性
は
適
当
た
る
国
家
の
方
策
に
依
ク
て
超
克
す
る
事
が
出
来
る
口
産
業
が
拡
張
す
る
と
共
に
、
外
国
生
産
者
は
生
保
安
上
の
優
越
性
を
獲
得
す
る
。
乍
然
此
場
合
若
し
国
家
が
其
購
入
価
格
を
決
定
す
る
に
当
り
、
各
国
内
生
産
者
の
生
産
費
に
従
ク
て
、
生
産
者
に
依
り
差
別
を
設
け
て
決
定
す
る
の
方
法
を
採
る
と
す
れ
ば
、
生
産
上
不
利
溢
た
立
場
に
在
る
生
産
者
も
、
自J
由
怒
る
市
場
価
格
を
従
来
の
水
準
以
上
に
上
昇
せ
し
め
る
事
ゑ
く
し
て
、
そ
し
て
附
加
的
輸
入
の
機
会
を
外
国
生
産
者
に
与
え
る
事
た
く
し
て
、
市
場
取
引
に
加
わ
る
事
が
出
来
る
様
に
な
る
訳
で
あ
る
。
産
業
保
護
政
策
の
作
用
に
関
す
る
一
般
的
解
明
は
、
従
来
の
世
界
市
場
価
格
に
対
し
所
得
税
と
同
一
率
の
保
護
関
税
を
想
定
す
る
事
に
依
っ
て
可
能
で
あ
る
口
斯
る
保
護
関
税
は
英
作
用
に
於
て
所
得
税
と
全
く
一
致
す
る
口
他
の
事
情
に
し
で
同
一
怒
る
限
り
λ
註
て
関
税
は
国
内
治
費
者
の
有
効
需
要
を
、
共
関
税
率
の
程
度
丈
引
下
げ
る
。
是
は
同
一
の
高
さ
の
所
得
税
の
作
用
と
異
た
る
所
は
た
い
口
但
此
場
合
関
税
又
は
所
得
税
よ
り
生
宇
る
国
家
収
入
が
、
両
租
税
の
場
合
金
く
同
じ
方
法
を
以
て
支
出
せ
ら
る
L
事
を
前
提
と
す
る
。
此
結
論
は
吾
等
に
取
ク
て
主
要
た
る
が
如
く
で
あ
る
。
何
と
な
れ
ば
是
に
依
ク
て
閏
際
貿
易
の
受
く
る
影
響
に
関
す
る
比
較
的
広
汎
な
る
解
明
は
容
認
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
口
所
得
税
と
物
価
六
五
経
れ
営
と
経
済
六
六
誌
、
「
他
の
器
情
に
し
て
同
一
な
る
限
り
」
と
云
う
場
合
、
需
嬰
の
弾
力
性
が
不
変
で
あ
る
耳
、
即
ち
租
税
を
控
除
し
た
残
額
が
不
変
で
あ
る
事
が
考
え
ら
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
従
っ
て
P
パ
ー
セ
ン
ト
の
関
税
は
、
B
国
の
輸
出
手
取
金
を
同
様
に
い
A
パ
ー
セ
ン
ト
丈
低
下
せ
し
め
る
事
に
な
る
口
此
処
に
簡
単
に
考
察
し
工
う
去
田
む
ろ
ん
事
は
、
A
国
L
L
B
国
と
に
於
て
具
怒
っ
た
貨
幣
制
度
の
存
す
る
場
合
、
間
際
貿
易
の
受
く
る
作
用
如
何
で
あ
る
。
両
国
に
於
て
紙
幣
本
位
制
度
が
存
し
、
此
貨
幣
流
通
量
は
不
変
で
あ
ク
て
、
国
家
に
依
っ
て
統
制
管
理
せ
ら
れ
て
い
る
も
の
ε仮
定
し
よ
う
。
此
場
合
是
等
二
ク
の
経
済
領
域
に
取
ク
て
は
、
貨
幣
側
の
変
動
は
抑
制
せ
ら
れ
て
お
り
、
物
価
水
準
は
専
ら
取
引
量
¥
の
犬
さ
の
変
化
に
依
っ
て
左
右
せ
ら
れ
る
。
此
処
に
も
前
掲
の
数
字
を
例
と
し
て
解
明
し
工
う
。
理
解
を
容
易
に
す
る
為
に
、
元
来
国
内
貨
幣
と
外
国
貨
幣
E
は
一
対
一
の
平
侃
の
上
に
在
る
も
の
と
仮
定
す
る
。
国
家
の
需
要
が
国
内
商
品
に
向
う
前
掲
第
一
の
場
合
に
従
ク
て
、
貿
易
差
額
が
プ
ラ
ス
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
A
国
の
貨
幣
の
為
替
相
場
は
騰
貴
す
る
。
A
国
の
輸
出
業
者
は
少
く
共
五
O
O
の
外
悶
貨
幣
の
単
位
を
牧
得
し
、
反
之
内
輸
入
業
者
は
c
商
品
の
輸
入
代
金
の
支
払
の
為
に
、
四
五
O
単
位
を
需
要
す
る
。
従
ク
て
外
同
貨
幣
は
本
来
の
為
替
相
場
の
十
八
?
の
九
に
下
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
乍
然
此
為
替
相
場
は
何
時
迄
も
継
続
す
る
訳
で
は
友
い
。
何
と
な
れ
ば
今
や
輸
出
商
品
b
の
外
間
に
於
け
る
価
格
は
九
介
の
一
丈
勝
賢
し
、
輸
入
商
品
c
の
国
内
に
於
け
る
価
格
は
十
令
の
一
丈
下
落
す
る
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。
斯
く
し
て
貿
易
差
額
は
終
局
的
た
均
衡
に
近
づ
き
、
主
り
少
量
の
b
が
A
国
よ
り
輸
出
せ
ら
れ
、
工
り
多
量
の
c
が
A
闘
に
輸
入
せ
ら
れ
る
様
に
友
り
、
革
党
、
為
替
相
場
は
め
而
と
9
mと
の
聞
に
定
ま
る
で
あ
ろ
う
が
、
常
に
A
国
の
為
替
相
場
は
従
前
の
平
価
以
上
の
所
に
定
ま
る
。
此
場
合
に
於
て
も
、
自
然
の
交
換
関
係
は
A
闘
の
有
利
に
勤
き
、
A
国
内
の
取
引
量
は
増
加
し
、
従
っ
て
其
物
価
水
準
は
結
局
下
落
す
る
。
需
要
が
国
際
商
品
に
転
位
す
る
場
合
は
、
終
局
の
均
衡
に
於
て
、
A
国
の
為
替
相
場
は
平
価
以
下
の
所
に
止
り
、
同
内
取
引
査
は
b
と
c
wど
の
間
の
自
然
の
交
換
関
係
に
依
っ
て
減
少
し
、
従
っ
て
物
価
水
準
は
上
昇
す
る
で
あ
ろ
う
ゴ
註
)
。
¥ 
、
註
、
物
価
水
準
の
低
下
又
は
上
丹
は
、
金
本
位
な
り
や
紙
幣
本
位
な
り
や
に
依
っ
て
、
異
な
る
結
呆
を
生
ず
る
革
、
既
に
論
述
し
た
一
地
り
で
あ
お
口
金
本
位
制
度
の
下
に
於
て
は
、
物
価
騰
貴
の
場
合
、
名
目
所
得
が
噌
加
し
、
個
人
と
同
家
の
実
際
の
購
買
力
を
上
昇
す
る
。
紙
幣
木
位
制
度
の
下
に
於
て
は
、
物
価
騰
貴
の
場
合
、
名
目
所
得
は
不
変
で
あ
っ
て
、
突
際
の
購
買
力
は
従
っ
て
低
下
十
る
。
物
価
下
落
の
場
合
は
、
是
と
反
対
の
結
果
が
生
ず
る
。
賠
償
金
支
払
此
処
rは
戦
争
賠
償
金
の
如
き
貢
納
的
給
付
が
、
之
を
支
払
う
国
の
物
価
水
準
に
如
何
な
る
作
用
を
及
ぼ
す
や
の
問
題
を
研
究
す
る
口
吾
等
は
此
場
合
に
於
て
も
、
共
為
の
所
得
税
の
敗
訴
が
国
内
の
需
要
従
ク
て
物
価
水
準
を
抑
圧
す
る
と
云
う
事
よ
り
出
発
す
る
。
(
勿
論
所
得
税
支
払
の
為
に
低
下
し
た
る
購
買
力
が
、
，
債
権
国
に
依
っ
て
再
び
同
内
に
支
出
せ
ら
る
ん
場
合
は
、
斯
る
作
用
は
現
わ
れ
た
い
)
0
理
論
上
是
は
直
ち
に
生
起
す
る
筈
で
あ
る
口
何
と
、
な
れ
ば
国
内
物
価
水
準
の
低
下
は
、
原
則
と
し
て
凡
て
の
国
際
商
品
に
取
ク
て
附
加
的
た
る
輸
出
に
好
都
合
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
此
輪
山
山
商
品
の
代
金
は
、
結
局
に
於
て
貨
幣
手
段
の
流
動
に
依
ク
て
支
払
わ
れ
る
事
に
怠
る
の
で
あ
る
。
乍
然
斯
く
国
内
の
物
価
は
下
落
し
て
も
、
運
賃
は
依
然
と
じ
て
世
界
市
場
の
物
価
水
準
K
在
る
も
の
で
あ
ク
て
、
此
運
賃
は
債
務
国
の
負
担
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
旦
又
賠
償
金
債
権
問
は
関
税
を
課
し
、
輸
入
商
品
の
価
格
を
人
為
的
に
引
上
げ
る
に
至
る
で
£
ろ
‘
ぅ
事
も
考
え
ね
ば
た
ら
た
い
。
.
第
二
に
注
目
す
べ
き
事
は
、
賠
償
金
支
払
は
債
務
国
の
生
産
の
転
位
を
生
ぜ
し
め
る
事
是
で
あ
る
。
間
際
商
品
の
生
産
は
、
4
園
内
商
品
の
生
産
を
犠
牲
に
し
て
拡
張
せ
ら
れ
る
。
乍
然
此
故
に
必
や
し
も
生
産
費
の
増
加
が
生
や
る
と
云
う
訳
で
は
拡
く
、
従
ク
て
国
内
産
業
の
外
国
に
対
す
る
競
争
能
力
が
削
減
せ
ら
れ
る
訳
で
は
な
い
。
芳
し
国
際
商
品
の
附
加
的
生
産
が
生
産
費
の
引
上
に
依
ク
て
の
み
可
能
で
あ
る
時
は
、
前
述
の
全
輸
送
の
方
法
を
経
過
し
て
、
名
目
的
物
価
水
準
&
生
産
費
水
準
の
引
下
が
必
然
的
と
た
る
べ
く
、
そ
し
て
結
局
、
国
際
商
品
の
限
界
生
産
授
は
、
(
実
際
の
支
出
は
大
な
る
に
も
拘
わ
ら
十
)
、
以
前
の
名
目
的
水
準
迄
引
下
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
口
尚
貨
幣
側
の
変
化
は
、
流
通
速
度
の
緩
慢
化
に
依
ク
て
も
生
起
し
得
る
事
を
酪
酌
し
怠
け
れ
ば
た
ら
怠
い
口
吾
等
は
租
税
収
入
の
使
用
は
租
税
徴
牧
の
時
と
同
時
期
に
行
わ
る
ふ
事
左
前
提
と
な
し
来
っ
た
の
で
あ
る
が
、
賠
償
金
支
払
過
程
の
実
際
の
事
情
に
取
ク
て
は
、
所
得
者
よ
り
国
庫
へ
の
租
税
額
の
移
動
・
外
国
債
権
者
へ
の
金
の
流
出
・
終
局
的
に
購
買
力
の
支
出
せ
ら
る
も
λ
場
所
へ
の
金
の
移
動
・
国
際
貿
易
に
於
け
る
貨
幣
と
商
品
と
の
純
経
済
的
交
換
と
一
式
う
が
如
き
技
術
的
過
程
が
必
然
的
に
長
時
日
を
要
す
る
事
を
考
え
れ
炉
ば
た
ら
な
い
。
斯
る
事
情
に
伏
ク
て
、
物
価
水
準
の
大
た
る
低
下
が
鷲
ら
さ
る
ふ
で
あ
ろ
う
ロ
(
5
)
 
所
得
税
と
物
価
/、
七
経
営
と
経
済
六
入
(
6
)
 
租
税
牧
入
と
貨
鮮
の
流
通
速
度
凡
て
の
租
税
収
入
は
其
本
質
上
、
新
、
な
る
範
時
の
所
得
を
意
味
す
る
も
の
に
し
て
、
静
的
経
済
の
与
件
工
り
し
て
其
使
用
の
方
法
や
使
用
の
時
期
を
判
定
し
得
る
も
の
で
は
友
い
1
そ
し
て
国
家
需
要
が
共
性
質
上
私
経
済
の
需
要
と
区
別
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
り
、
又
或
程
度
迄
は
区
別
せ
ら
れ
ね
ば
友
ら
た
い
事
は
、
争
う
の
余
地
は
な
い
。
(
註
)
。
吾
等
は
租
税
の
物
価
水
準
に
及
ぼ
す
作
用
の
全
体
を
判
断
す
る
に
当
り
、
各
個
え
の
租
税
牧
入
の
使
用
方
法
を
区
分
し
て
、
右
の
事
情
を
割
酌
し
来
ク
た
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
国
家
が
共
所
得
を
使
用
す
る
場
合
に
於
け
る
貨
幣
流
通
上
の
特
殊
性
を
も
考
慮
し
-
な
け
れ
ば
た
ら
た
い
。
即
ち
或
は
典
型
的
、
な
る
所
得
変
化
を
注
目
し
、
或
は
少
く
共
起
り
得
ベ
き
特
wm
の
場
合
の
複
雑
性
を
明
か
に
し
怠
け
れ
ば
た
ら
な
い
。
註
、
国
家
需
要
と
個
人
需
要
と
の
性
質
上
の
差
異
は
、
就
中
間
家
と
個
人
の
充
足
す
る
需
要
の
差
異
よ
り
し
て
明
白
に
せ
ら
れ
得
る
口
参
照
)
ロ
(
同
』
円
聞
の
r
r
c
c
-
B
貨
幣
流
通
過
程
を
解
明
す
る
為
に
は
、
労
働
者
・
使
用
人
・
企
業
者
・
利
子
牧
得
者
等
の
各
所
得
の
変
化
の
時
期
が
重
要
で
あ
る
と
せ
ら
れ
て
い
る
口
所
得
牧
得
者
の
種
類
を
具
に
す
る
に
従
ク
て
、
変
化
の
時
期
も
亦
兵
な
る
一
引
を
明
か
に
し
て
、
始
め
て
各
所
得
者
集
団
間
の
所
得
転
位
の
問
題
も
、
充
分
に
貨
幣
論
的
解
明
が
行
わ
れ
得
る
。
私
経
済
に
取
ク
て
所
得
の
使
用
と
出
納
と
の
桔
成
が
重
要
な
る
と
等
し
く
、
会
怒
済
に
取
ク
て
も
重
要
な
る
要
素
が
あ
る
。
会
経
済
に
於
け
る
所
得
変
化
の
時
期
は
、
先
第
一
に
租
税
徴
牧
時
期
如
何
に
依
存
す
る
。
例
え
ば
労
働
者
は
日
給
に
依
り
賃
銀
の
支
払
を
受
け
、
国
家
は
月
毎
に
所
得
税
を
徴
牧
す
る
と
す
れ
ば
、
流
通
速
度
は
緩
慢
と
友
る
。
乍
然
実
際
に
於
て
は
、
所
得
歩
払
時
期
と
租
税
徴
牧
時
期
の
相
違
に
対
し
て
は
、
大
た
る
期
待
を
か
け
る
事
は
出
来
た
い
で
あ
ろ
う
口
叉
国
庫
の
出
納
組
織
は
大
た
る
役
割
を
占
め
る
。
特
花
園
庫
に
対
す
る
租
税
額
の
支
払
と
、
積
税
収
入
が
支
出
せ
ら
れ
て
泊
費
せ
ら
る
L
領
域
へ
の
終
局
的
移
動
迄
に
必
要
た
る
時
間
の
長
短
は
、
犬
た
る
重
要
性
を
有
す
る
。
此
時
間
は
適
当
怒
る
金
融
制
度
に
依
ク
て
最
低
の
程
度
に
迄
縮
小
せ
ら
れ
得
る
。
最
後
に
貨
幣
の
流
通
速
度
に
取
ク
て
は
、
国
家
発
註
の
週
期
性
が
重
要
で
あ
る
口
此
週
期
の
長
さ
は
、
此
場
合
に
於
て
も
亦
制
度
的
な
る
要
素
に
依
存
し
、
(
註
)
、
更
に
又
国
家
発
註
の
「
断
続
性
」
に
依
存
す
る
。
「
断
続
性
」
と
は
、
発
註
一
単
位
の
大
さ
の
程
度
を
云
う
も
の
で
、
二
ク
の
極
端
、
な
る
例
に
依
ク
て
之
を
最
も
良
く
明
か
に
す
る
事
が
出
来
る
。
即
ち
第
一
に
国
家
は
食
糧
を
需
要
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
食
糧
は
毎
日
調
達
せ
ら
れ
、
毎
日
泊
費
せ
ら
る
与
も
の
で
あ
ジ
て
、
断
続
性
小
怠
る
場
合
と
云
う
事
が
出
来
る
。
第
二
に
国
家
は
巨
大
た
る
軍
艦
を
注
文
す
る
場
合
が
あ
る
の
で
あ
る
が
、
之
を
建
造
す
る
に
は
数
年
を
必
要
と
す
る
で
あ
ろ
う
。
金
融
方
法
の
な
い
場
合
、
注
文
を
受
け
た
所
の
造
船
所
は
、
若
し
必
要
な
る
費
用
の
生
や
る
毎
に
継
続
的
に
支
出
を
行
う
も
の
と
す
れ
ば
、
其
為
に
、
建
造
に
要
す
る
費
用
全
額
を
現
金
に
て
準
備
し
な
け
れ
ば
な
ら
友
い
で
あ
ろ
う
。
註
、
景
気
政
紫
的
並
に
季
節
政
策
的
見
地
に
従
っ
て
、
同
家
の
発
註
を
焦
中
せ
し
め
る
時
は
、
焦
中
す
る
期
間
長
き
に
従
い
、
大
な
る
準
備
金
そ
必
要
と
ず
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
の
凡
て
の
要
因
は
、
質
的
に
の
み
解
明
せ
ら
れ
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
物
価
水
準
は
辛
党
決
定
的
に
是
等
の
要
因
に
依
ク
て
影
響
を
受
け
る
も
の
で
あ
る
口
公
経
済
が
金
融
事
情
を
酪
酌
し
て
行
動
す
れ
ば
す
る
程
、
是
等
要
因
工
り
受
く
る
影
響
は
量
的
に
よ
り
小
と
な
る
。
そ
し
て
今
日
公
経
済
は
実
際
に
於
て
金
融
事
情
に
考
慮
を
払
い
、
之
を
利
用
す
る
す
す
を
怠
ら
な
い
も
の
で
あ
る
。
結
吾
等
は
此
処
に
所
得
税
の
本
質
に
関
し
て
、
総
括
的
批
判
を
加
え
て
見
ょ
う
。
以
上
多
く
の
場
合
に
就
て
解
明
し
、
物
価
水
準
の
終
局
的
状
態
に
関
し
、
種
々
た
る
結
論
に
到
達
し
た
。
要
す
る
に
物
価
水
準
は
個
え
の
場
合
の
椛
想
を
具
に
す
る
に
従
い
、
或
は
不
変
で
あ
り
、
或
は
下
落
し
、
或
は
騰
貴
す
る
口
多
く
の
附
加
的
な
る
与
件
が
租
税
と
云
う
事
実
に
加
わ
ら
な
い
限
り
、
所
得
税
の
作
用
に
関
し
て
結
論
を
与
え
る
事
は
出
来
た
い
。
夫
に
も
拘
わ
ら
や
、
所
得
税
の
本
質
は
簡
単
に
解
明
し
得
ら
れ
る
。
則
ち
国
家
は
所
得
税
に
依
ク
て
、
経
済
過
程
に
撹
乱
又
は
変
化
を
与
え
る
事
な
く
し
て
、
換
一
一
一
目
す
れ
ば
生
産
・
販
売
・
所
得
形
成
・
価
格
形
成
に
少
し
も
影
響
を
及
ぼ
す
事
た
く
し
て
、
私
経
済
が
市
場
経
済
に
於
て
牧
得
し
た
る
と
同
一
の
方
式
と
同
一
の
時
期
に
於
て
、
社
会
的
生
産
物
の
一
定
部
分
を
取
上
げ
得
る
〈
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論
所
得
税
と
物
価
六
九
経
営
と
経
済
七
O 
も
の
で
あ
る
。
此
意
義
に
於
て
、
所
得
税
は
理
論
上
、
静
態
に
於
て
は
経
済
外
的
、
な
る
事
象
で
あ
る
と
云
わ
ね
ば
な
ら
な
い
。
所
得
税
は
一
人
の
人
よ
り
他
の
人
へ
、
例
え
ば
補
助
金
と
じ
て
個
人
間
に
所
得
を
移
動
せ
し
め
る
目
的
を
達
す
る
。
只
社
会
的
生
産
物
へ
の
要
請
を
実
現
す
る
所
の
人
格
に
差
具
を
生
や
る
の
み
で
あ
る
ロ
ー
し
か
し
此
差
異
は
純
理
的
に
は
全
く
主
要
性
な
き
も
の
で
あ
る
。
補
助
金
以
外
の
共
他
の
租
税
収
入
使
用
方
法
の
場
合
は
、
具
体
的
危
る
結
果
の
招
来
に
就
き
大
な
る
作
用
を
有
す
る
も
の
で
は
あ
る
が
、
国
家
の
介
入
に
特
異
怠
る
も
の
と
云
ラ
事
は
出
来
な
い
口
各
租
税
牧
入
の
支
出
方
式
に
関
聯
し
て
生
や
る
現
象
が
、
私
経
済
の
購
買
力
支
出
よ
り
生
宇
る
結
果
と
同
一
種
類
の
も
の
で
あ
る
事
に
依
ク
て
も
、
是
を
証
明
す
る
乙
と
が
出
来
る
口
可
能
的
た
る
租
税
牧
入
支
出
の
場
合
に
関
し
吾
等
の
掲
げ
た
る
体
系
を
省
み
る
時
は
、
和
税
収
入
に
依
ク
て
国
家
の
投
資
的
活
動
の
資
ら
さ
る
ふ
場
合
を
除
き
、
個
え
の
場
合
、
個
人
の
購
買
力
の
自
由
意
思
的
な
る
転
位
の
生
子
る
事
が
わ
か
る
で
あ
ろ
う
口
倫
国
家
に
図
る
購
買
力
の
支
出
と
、
個
人
に
因
る
所
得
の
消
費
と
の
具
た
る
所
は
英
大
さ
の
上
に
於
け
る
差
異
に
在
る
も
の
で
あ
ク
て
、
依
ク
て
生
十
べ
き
変
化
に
於
け
る
性
質
上
の
差
異
に
・
一
仕
る
の
で
は
な
い
。
(
完
)
